
 

 

積算 

（紐付け） 

合算工事の紐付 

各工区ごとに紐付設定を行います。 

例として、A「本工事」と B「付帯工事」でご説明します。 

 

１．Ａ「本工事」の紐付けを行う   

 

A「本工事」の直接工事費内の行をクリックした状態で、      をクリックします。 

 

 

  

２． 経費区分の選択   

該当の経費区分を選択し、右下の［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A「本工事」 



３． 紐付け画面で設定する   

「間接費紐付け」画面が表示されます。画面左側に取り込んだ設計書の間接費項目 が表示されま

す。画面右側に Gaiaの間接費項目が表示されます（赤色の行が、紐付けが必要な行です）。 

 

赤色の行が存在しない場合：紐付け設定の変更が 不要な場合は、そのまま［実行］をクリックし

ます。 

赤色の行が存在する場合：紐付け設定を行ってください。「間接費紐付け」画面の左下[マニュア

ル]ボタンを押すと、画像付きの手順書が表示されます。 

P3-8～P3-11をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． Ｂ「付帯工事1」の紐付けを行う   

操作手順 1.～3.と同様です。 

 

B「付帯工事 1」の直接工事費内の行をクリックした状態で、     をクリックします。 

 

 
続いて経費区分を選択します。 

 

 

 

B「付帯工事 1」 



「間接費の選択」画面で A「本工事」で作成した間接費と同じ区分をクリックします。 

画面下の［合算経費にする］を選択し、［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紐付けを確認して、右下の［実行］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※3 工区目以降もある場合は、手順 4.と同じ操作を繰り返します。 

3工区目以降は、「間接費の選択」画面の［合算経費にする］が選択済みの状態になっています。 



 

５． 経費計算を行う   

 

合算経費計算を行います。ツールバーの    をクリックします。 

 

 

 
 

 

再積上げの処理選択の画面が出てきますので、［ＯＫ］をクリックします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



経費の条件選択を行い、合算経費計算を行います。 

 

①の「合算経費全体」の条件を変更すると、各設計書の条件②も連動します。 

各設計書ごとに、個別に設定することもできますが、その場合も、①の「合算経費全体」の条件

も選択を行って下さい。 

 

条件設定完了後、［合算経費計算を行う］より経費算出を行います。 

算出結果の画面にて「この経費に決定」をクリックすると、合算経費計算結果が本工事内訳書に

書き込まれます。 

 

 
 

 

条件選択後、経費計算の画面が出ます。 

この画面で経費計算内容を確認します。 

緑色で点滅している       をクリックします。 

 

 

 
 

 

 

 



確認メッセージで［はい］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本工事費内訳書の各工事にそれぞれ計算結果が反映され、工事価格（合計）も表示されます。 

 

 


